
東京市衛生課 屍体処置に関する調（9月 2日～9月 30 日）

 

 震災・火災による犠牲者は多数にのぼり、引き取り人の
ない遺体の収容・処理は保健衛生の観点からも喫緊の課題
となりました。東京市では９月末までにのべ 9,441 人の臨
時作業員を雇い上げ、58,656 体の遺体を収容、既存の火葬
場に加えて仮火葬場を設置して処理していきました。 

 上の表は遺体収容数を当時の 15 区、及び隅田川河口の
永代付近に分けて集計し、性別、陸上か河川かという収容
場所の区分とともに示しています。大震災がもたらした悲
惨な被害の状況と、地域ごとの偏差を読み取ることができ
るでしょう。 

（『東京市震災衛生救療誌』）




